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天気  御書御案文（徳山毛利家文庫「御書案文」3） 

書状に見える気候の見舞い(1) 

《大名の書状》 

江戸時代の大名(藩主)が出す書状の

内、親子兄弟など、ごく近しい親族に宛て

て出す場合を除き、他藩主などに出した

書状は、定型化されている印象がありま

す。確かに、格式と先例が厳しい時代、そ

れらを容易に変えることは、相手との関係

上、非常に難しいことでした。 

しかし、同じ内容を伝えるのに、一部の

書状には、季節に応じた気遣いの言葉

(文言)が付けられる場合があります(以

下、こうした言葉を「見舞いの言葉」と仮

称します)。ここでは徳山藩主の事例を見

てみましょう。なお、記録されている書状は

「書状案」とありますので、後に文言の修

正や送付日に変更が生じた可能性などが

あるかもしれませんが、ここでは記された日

にちに出された「書状」として扱うこととしま

す。 

《気遣いの文言の例》 

上と裏面の書状を比較してみましょう。  

上は、享保12年(1727)6月5日に井

上筑後守(政鄰〈まさちか〉、下総国〈現

千葉県〉高岡藩主)に出した書状、裏面

は翌6日に毛利讃岐守(匡広〈まさひろ〉、

長門国〈現山口県〉長府藩主)に宛てた

書状です。書状の日付から、いずれも暑

中の見舞いであると理解できます。井上筑

後守は勤務地(江戸)、毛利讃岐守は所

領(長府)と、その時にいた場所こそ違いま

すが、時期を考えれば暑いことには変わり

ません。 

2つの書状を見てみると、毛利讃岐守に

宛てた書状には、太字傍線部分で示した

「酷暑之節御座候得共」との言葉が添え

られています。現代語にすれば、「酷暑の

時期ではありますが」といったところでしょう

か。ただ、この言葉がなくでも、前述のよう

に、暑中の見舞状であることはわかります。

それにもかかわらず、こうした言葉がどのよう

な時に、誰に対して添えられるのでしょう

04 

徳山毛利家文庫  

「御書案文」 

徳山毛利家文庫「御書案

文」は、現在190点 を閲覧

利用に供しています。作成は

記録所です。原初のタイトル

は、「御書御案文」「御案文

控」「御書案文」など様々で

すが、藩主(または前藩主)が

作成する書状を書き留めてお

くという記録の役割に変わりは

ありません。 
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 か。今回、享保12年、徳山藩5代藩主毛利広豊が、国

元徳山から送った書状の事例を参考に考えてみることに

します(資料は徳山毛利家文庫「御書案文」３を使用し

ます)。 

《見舞いの言葉》 

下の【表】は、享保12年に出された書状の内、｢見舞

いの言葉」と考えられる言葉が入った事例を一覧にしたも

のです。 

【表】によれば、寒い時期では年の初めの「寒中」と、年

末に近づく頃の寒さを感じ始める「寒気」や「寒冷」、暑い

時期では暑い盛りの「酷暑」や「甚暑」、暑さが峠を越した

「残暑」などが見えました。当然ですが、気候が厳しく過ごし

にくい時期に「見舞いの言葉」が添えられています。 

使用時期ですが、「寒中」の言葉は1月～2月頃(享保

12年は閏月が1月にあったので、2月ではなく閏1月)、6月

に入ると「甚暑」「酷暑」の言葉が出始め、7月下旬から8

月には「残暑」に代わっています。また、10月の例もあります

が、おおむね11月から12月にかけては「寒冷」や「寒気」の

ほか、年頭に見えた「寒中」が使われています。 

「見舞いの言葉」の例は以上ですが、誰に使われたのか

は、次のシートで見ることにしましょう。 
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  文言 年月日 宛先 

1 寒中 享保12年１月25日 伊達遠江守 

2 寒中 享保12年１月25日 酒井越前守 

3 寒中 享保12年１月25日 稲葉玄蕃 

4 寒中 享保12年１月25日 戸沢筑前守 

5 寒中 享保12年１月25日 南部甲斐守 

6 寒中 享保12年１月25日 毛利讃岐守 

7 寒中 享保12年１月25日 津田武左衛門 

8 余寒 享保12年閏１月２日 小笠原遠江守 

9 余寒強 享保12年閏１月15日 松平遠江守 

10 甚暑 享保12年６月４日 毛利讃岐守 

11 甚暑 享保12年６月５日 橋本前中納言 

12 酷暑之節 享保12年６月６日 毛利讃岐守 

13 甚暑之節 享保12年６月６日 吉川左京 

14 甚暑 享保12年６月９日 吉川左京 

15 甚暑之節 享保12年６月13日 松平遠江守 

16 暑気甚 享保12年６月25日 松平遠江守 

17 酷暑之節 享保12年７月15日 戸沢上総介 

18 甚暑之節 享保12年７月15日 津田武左衛門 

19 残暑之節 享保12年７月25日 井原市正 

20 残暑之節 享保12年８月18日 秋月長門守 

21 寒冷 享保12年10月 葉室中納言 

22 寒冷之時分 享保12年11月12日 吉川左京 

23 寒冷之節 享保12年11月26日 松平遠江守 

24 寒冷之節 享保12年11月22日 吉川左京 

25 寒気 享保12年12月４日 吉川左京 

26 寒気之節 享保12年12月５日 葉室中納言 

27 寒気 享保12年12月９日 桂主殿 

28 甚寒 享保12年12月15日 松平遠江守 

29 寒中 享保12年12月25日 稲葉玄蕃 

30 寒中 享保12年12月25日 酒井越前守 

【表】「見舞いの言葉」の記載事例 


